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　本セッションでは、異分野融合研究・プロジェクトのあり方を、人社系研究

分野の役割に注目して考えてみたい、そしてそこでの URA の役割とはどうい

うものなのかについて焦点を当ててみたいと考えています。

　異分野融合研究や学際研究、文理融合研究など、これまでにも繰り返し議論

されている大きなテーマではありますが、近年、特に異分野融合研究に人文

学・社会科学系研究分野の参画が求められるようになってきています。

　象徴的なのが、「科学技術基本法」から「科学技術・イノベーション基本法」

への改正ですが、それ以前にも JST 等の大型プロジェクトのチーム・ビル

ディングに人社系研究者の参画が求められることがよく見られました。海外で

は、欧州連合（EU）の「責任ある研究・イノベーション」（Responsible Re-

search and Innovation/RRI）という考え方や、OECD（経済協力開発機構）

による「社会課題解決のためのトランスディシプリナリー研究」で、人文学・

社会科学分野の役割が積極的にうたわれるようになってきています。この背景

には、1960 年から 70 年代に始まった科学技術への懐疑や、それに対する新し

い潮流としての ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）の問題、あるいは、

地球規模の課題に一日でも早く解決したいという社会からの要請があるのでは

ないかと思っております。

　とはいいながら、私たち URA が日常的に業務を行う時や、研究者自身が

日々の研究を行う中で、そういった要請に個別に応えていくというのは簡単な

ことではありません。また、既に関わっている場合であっても、どうしたら成

功に導けるのか、そもそもどうなれば「成功」と言えるのかに明確に回答する

ことは難しいと思います。そこで、今回は、既に様々な形で実施され、成果を

上げている四つの取り組みについてご講演いただきます。

　まず、京都大学と新潟大学から、それぞれ学内ファンドで取り組まれている
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事例についてご発表いただきます。大阪大学からは、2020 年 4 月に設立され

た社会技術共創研究センター、通称 ELSI センターの目指すものとその取り組

みについて、そして、最後に、総合地球環境学研究所の学際研究評価の取り組

みについて、それぞれお話しいただきます。

　こういった具体的な事例を通して、そこにあらわれてくる人社系研究の役割

や意義、さらには、そこでの URA の役割をどのように考えていくかというの

が、本セッションの趣旨となります。

　なお、このセッションは、第 8 回 JINSHA 情報共有会として、人文・社会

科学系 URA ネットワーク幹事校と共同実施になっております。この人文・社

会科学系 URA ネットワークとは、「人文・社会科学系研究推進フォーラム」

を連携して企画・開催している人社系 URA の大学をまたがるネットワークで

す。2020 年 10 月には、第 6 回人社フォーラムとして、同様のテーマで多様な

方向からの講演と、それを踏まえたワークショップを開催いたします。講演と

ワークショップは別日になっています。講演はもちろん、ワークショップもま

だ少し定員まで余裕がありますので、もしよろしかったら登録のほうをよろし

くお願いいたします。
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